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先発品・後発品グルーピングDB

特徴

大分類 中分類

医療機関システム 調剤薬局システム

ヘルスケア・解析

処方監査･
処方確認支援

医療ビッグデータ
解析支援

概要

先発品および後発品を互いに参照できるよう医療用医薬品をグルーピングしたデータベース

2パターンの
グルーピング

「錠剤とカプセル」、
「瓶、管、袋等のもの」
をグルーピング

同一成分・規格・剤形
でグルーピング
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先発品・後発品グルーピングDB

医療機関システムで

• 持参薬の後発品への変更の候補薬表示

調剤薬局システムで

• 後発品への変更の候補薬表示

医療ビッグデータ解析で

• レセプトデータの解析に

ご利用場面
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先発品・後発品グルーピングDB

持参薬から院内採用薬への変更例

○○ ○○ 様

○月○日生 ○歳 男 確認日 ○年○月○日

薬品名 1日量 投与日数

１錠 14日分

１錠 14日分

ニフラン錠75mg

レバミピド錠100mg「DSEP」

薬品名 先発・
後発

ニフラン錠75mg 先発品

プラノプロフェンカプセル
75mg「日医工」

後発品
異なる
剤形

薬品名 先発・
後発

ムコスタ錠100mg 先発品

レバミピド錠100mg
「MED」

後発品

レバミピドOD錠100mg
「YD」

後発品
異なる
剤形

ニフラン錠75mg 先発品・後発品

レバミピド錠100mg「DSEP」先発品・後発品

• 持参薬と異なる剤形の選択が可能

• 錠剤とカプセル

• 普通錠と口腔内崩壊錠


